
伝統工芸のこれから

～ORIOBIの展開と西陣織の未来を探る～

日 時：2021年６月10日（木）19：00～21：00

場 所：オンライン（zoom）

参加費：無料

ゲスト：白幡磨美氏（ORIOBI  代表）

福岡斗紀子氏（有限会社フクオカ機業 女将）

【主催】 京都産業大学 学長室（戦略企画担当）

Mail : senryaku.kikaku@star.kyoto-su.ac.jp

【企画・運営】 株式会社ツナグム

お申し込みは

こちらから→

◆白幡磨美／ORIOBI 代表

静岡県出身。祖母から譲り受けた古い帯をきっかけに「ORIOBI」の活動を始める。2015

年にかすがいジャパン㈱の支援のもと「ORIOBI」事業を開始。2019年に独立と共に活動

の中心地を京都へ移す。現在は日本の伝統的な美しさを伝えるため、冠婚葬祭向けの

記念装飾品《想い帯》制作やワークショップ、作品を基にしたミニチュアアクセサリー創作な

どの活動を行っている。WEBサイト：https://www.oriobi.jp/

◆福岡斗紀子／有限会社フクオカ機業 女将

明治35年、京都西陣にて創業した有限会社フクオカ機業。有職文様の帯や十二単の

製造、西陣カーボン等の特殊織物の開発を手掛ける。西陣織伝統工芸士の夫と結婚

後も家業には入らず百貨店勤務を続け、培った接客ノウハウを活かし、5年前より4代目

女将として広報活動等を行っている。WEBサイト： http://www.fukuoka-k.co.jp/


